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基本的なアダプタの
使い方その2
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5.1 REST Clientコンポーネント
【コンポーネントの概要】

・ 最近のクラウドサービスは、REST APIを備えているものが多いです。

・ REST Clientコンポーネントは、REST APIを呼び出すための汎用的なコンポーネントです。

HTTPメソッドコール

各種フォーマット
(XML、JSON、etc)

REST Client
コンポーネント
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5.1 REST Clientコンポーネント
【REST Clientリソースの定義】

・ リソース設定で、RESTサービスのURL、パス、パラメータを定義します。

・ 一つのURLに対して複数のパスを定義し、パスごとにパラメータを定義することができます。

RESTサービスのURL

一つのリソース定義に
複数のパスを定義可能

タブを切り替えて
各種パラメータを定義
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5.1 REST Clientコンポーネント
【REST Clientコンポーネントの設定】

・ リソースの設定で定義したRESTサービスのURLに対してリクエストを送信し、結果を変数、

またはファイルに出力することができます。

パス画面で定義した
パラメータに値をセット

パス画面で定義した
パスを選択
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5.2
テスト用REST
サービスの準備
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5.2テスト用RESTサービスの準備
【テスト用RESTサービスの準備】 ※セミナー用マシンでは準備されているので下記手順の実施は不要です。

・ REST Clientコンポーネントを使用するためには、接続先となるRESTサービスが必要です。

・ 本章の演習では、REST APIを備えたプロジェクト管理ソフトウェアRedmineを使用します。

・ Redmineの環境構築にはBitnamiを使用します。

【Redmineとは】
オープンソースのプロジェクト管理ソフトウェア

実施すべき作業、修正すべきバグなどの一つ一つのタスクを
Redmineのプロジェクトにチケットとして登録します。

【Bitnamiとは】
さまざまなWebアプリケーション、Webサービスを構築する際、

必要となる言語やデータベースなどを、設定も含めて
一つのインストーラで構築できます。



All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2021All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2021

5.3
アクセスキーを
使用したGET
フローの作成
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【仕様】

・ Redmine REST APIが持つ認証方法のうち、アクセスキーを使用します。

・ プロジェクトメンバー（Magic Taro）が自分にアサインされたチケット情報を取得します。

・ REST ClientコンポーネントのGETメソッドを使用してXML形式でチケット情報を保存します。

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
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【フロー完成イメージ】

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成

GET
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【Redmineのチケットの確認】

・ xpiフローを実行する前に、Redmineのチケットを確認しておきます。

・ Windowsのスタートメニュー > Bitnami Redmine Stack > Launch Bitnami Redmine Stackを

クリックし、表示された画面の「Access Redmine」リンクをクリックします。

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
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・ 右上の「ログイン」リンクをクリックし、プロジェクト管理者としてログインします。

ログインID xpi

パスワード password

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
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・ 左上の「プロジェクト」リンクをクリックし、表示されたページの「チケット」タブをクリックします。

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
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・ 5件のチケットが登録されていることを確認します。

Magic Jiroにアサインされたチケットが2件、
Magic Taroにアサインされたチケットが3件

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
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5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
【RedmineにおけるユーザーIDの確認方法】

・ Redmineの管理 > ユーザー > developer1（Magic Taro）をクリックします。

・ URLを見ると、Magic TaroのIDが「5」であることが確認できます。

http://127.0.0.1:81/redmine/users/5/edit

developer1（Magic Taro）
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【アクセスキーの確認】

・ Redmineの個人設定ページでAPIアクセスキーを確認します。

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成

個人設定

「表示」リンクをクリックし
APIキーを表示
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【環境変数の設定】

・ xpiサーバ、xpiスタジオ、Magicモニタを終了させます。

・ プロジェクトごとの設定ファイルである ifs.ini をテキストエディタで編集します。

<プロジェクト配置フォルダ>¥MagicxpiSample1¥MagicxpiSample1¥ifs.ini

[MAGIC_LOGICAL_NAMES]REDMINE_URL=http://localhost:81
[MAGIC_LOGICAL_NAMES]REDMINE_ACCESSKEY=xxxxxxxxxxx

Redmineの個人設定ページ
で確認したアクセスキー

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
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【REST Clientリソースの定義】

・ メニュー > プロジェクト > 設定より設定画面を開きます。

・ 左ペインで「リソース」を選択した状態で「追加」ボタンを押し、リソースを追加します。

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成

リソースタイプ REST Client

リソース名 RedmineAccessKey
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5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成

サーバURL %REDMINE_URL%

セキュリティ None

「…」ボタンで
環境変数を選択

「パス」ボタン
⇒ 次頁

・ 右ペインにて、RedmineのURLを設定します。

・ 「パス」ボタンを押し、パスやパラメータを定義します。

アクセスキーを使用する場合
セキュリティは「None」のまま
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5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
【パスとパラメータの定義】

・ パスの設定画面で、下記のように設定します。

「パラメータ」ボタンで
パスを追加

パス名 /redmine/issues.xml

「パラメータ」ボタンで
クエリパラメータを追加

パラメータ key

assigned_to_id
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5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
【ビジネスプロセスとフローの作成】

・ ビジネスプロセスを追加し、名前を「REST」とします。

・ 追加されたフローの名前を「GET」に変更します。
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【フローの設定】

・ 「GET」フローをダブルクリックし、フローエディタを開きます。

・ ツールボックスからREST ClientをフローエリアにDrag&Dropします。

・ REST Clientを選択し、プロパティペインでステップ名とリソース名を設定します。

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成

GET送信ステップ名

RedmineAccessKeyリソース名

REST Clientをダブルクリック
（次頁）
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【REST Clientコンポーネントの設定】

・ REST Clientコンポーネントをダブルクリックし、REST Client構成画面を開きます。

・ 下記の通り設定し、「パラメータ」ボタンを押します。

パス /redmine/issues.xml

オペレーション Get

レスポンス Content Type application/xml

結果保存 File

EnvVal('currentprojectdir') 
& 'Output¥MyIssueList.xml'

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成

「パラメータ」ボタン
押下（次頁）
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5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
【パラメータの設定】

・ クエリパラメータ「key」の値として環境変数「REDMINE_ACCESSKEY」をセットします。

・ クエリパラメータ「assigned_to_id」の値としてMagic TaroのID「5」をセットします。

式エディタを起動し、
環境変数ボタンで設定します。

設定できたら
「OK」ボタン押下
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5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
・ パラメータの設定が終わったら、構成画面で「OK」ボタンを押します。

・ マッパ画面が表示されますが、特に何も設定しません。
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・ フロー完成です。

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
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【フローのデバッグ】

・ 作成したフローをデバッグで動作確認してみます。

・ デバッグには２つの方法があります。

※いずれのデバッグ方法でも、停止手順（メニュー > デバッグxpi > デバッグ停止）は共通です。

デバッグの方法 実施手順 備考

プロジェクトデバッグ メニュー > デバッグxpi > デバッグ開始 トリガが設定されている場合や
サブフローがある場合はこの方法でデバッグ

フローデバッグ ソリューションエクスプローラで
フローを右クリックし「デバッグ」

特定のフローのみをデバッグ
トリガがなくても自動起動でデバッグできる

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
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5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
【フローデバッグ】

・ ソリューションエクスプローラで「GET」フローを右クリックし、デバッグします。

フローを右クリックし、
デバッグ
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・ デバッグの実行中は下記のような画面になります。

29

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成



All Rights Reserved, Copyright(C) Magic Software Japan K.K. 2021
30

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
【Magic モニタの確認】

・ Magic モニタで実行状況を確認します。
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5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
【ファイルの確認】

・ Outputフォルダに、MyIssueList.xmlが作成されていることを確認します。

ファイルを右クリック > プログラムから開く > Internet Explorer

Magic Taroにアサインされたチケットのみ
抽出されていることを確認します
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【デバッグの停止】

・ デバッグを停止するにはメニュー > デバッグxpi > デバッグ停止をクリックします。

32

5.3アクセスキーを使用したGETフローの作成
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